病院機能評価受審準備に関するアドバイザー業務

業務委託仕様書
１．業務委託名
　令和8年度及び令和9年度受審病院機能評価受審準備に関するアドバイザー業務

２．委託履行期間
　　令和 8年12月1日～令和 9年 12月31日まで

３．履行場所
　　浜松市中央区富塚町３２８番地内　
４．目的

令和9年9月に予定される浜松医療センターにおける病院機能評価更新受審にあたり、課題抽出支援、課題改善活動支援、訪問審査対策支援を行い、病院機能評価３ｒｄＧ：Ｖｅｒ．3．0の「認定」を目的にコンサルタント業務を行なう。

５．業務内容

　病院機能評価の受審に向けて、工程管理支援、自己評価及び改善課題の抽出支援、訪問審査対策支援を行なうこと。
（A）キックオフミーティング
本院職員に対して、病院機能評価の意義や目的などの概要説明、申請から認定までのスケジュール、前回審査との違い及び具体的な活動等についての研修会を実施し、全員参加の意識を醸成すること。

（B）課題抽出調査
　　　　　院内ラウンド及び評価項目に沿って担当の部署とヒアリングを行い、院内の現状を把握します。日本医療機能評価機構の評価項目における視点から『遂行できている部分』『できていない部分』を明確に分類する。『できていない部分』『今後構築すべき部分』をリスト化することにより次ステップのアクションプランのための情報とする。
·  外来・病棟、その他院内関連部署及び敷地内のラウンド調査
·  各担当部門・各担当者へのヒアリング調査
·  評価項目に対する未対応部分のリスト化

（C）書類点検
本審査で必要となる書類の整備状況について、確認作業を行なうこと。書類は委員会の規程や議事録、説明と同意に関する資料、診療業務や診療記録に関するマニュアル、人事労務関係、経営管理、危機管理等と多岐にわたるため、日本医療機能評価機構が求める「訪問審査でご準備いただきたい書類一覧」を中心に確認作業を行なうこと。該当資料を日本医療機能評価機構が求める視点と比較して不備がないか確認すること。
（D）課題抽出調査等結果報告
　　　　　「B. 課題抽出調査」「C.書類点検」について、各評価項目や各部署別に現状、課題点、改善すべき点等を院内点検報告書にまとめ、委託者へ報告すること。また、病院組織として部署横断的に取り組むべき内容も多く含まれているため、院内点検報告書を活用した報告会を開催し、円滑に改善活動に移行することを支援すること。
　（E）課題点の改善活動案の策定および担当役割分担
　　　　「D. 課題抽出調査等結果報告」とともに病院における最善と思われる改善提案も行なう
こと。病院は改善提案毎に各担当者を設定し、今後の改善支援にて改善進捗確認を行なう。
（F）会議等支援
毎月定期的な病院機能評価に関わる委員会やワーキンググループについて、必要に応じて参加を行い改善進捗報告に対するアドバイスを行なうこと。（Ｗｅｂ会議も可）
（G）受審指導（課題点の改善支援）
日本医療機能評価機構の求める評価基準に達していない部分、つまり『できていない部分』『今後構築すべき部分』を中心に改善支援を行うこと。
ケアプロセス調査は全病棟を行ない、どの病棟が選出されても良いように準備する。　
時期的には課題抽出調査を行った後、模擬審査までに毎月複数病棟のケアプロセス予行練習を行い指導していく。
·  課題点の改善に対する適宜アドバイス

·  ケアプロセス予行練習の実施
·  カルテレビュー予行習会の実施
·  テーマ別面接調査対策の実施

·  各種手順書、記録様式の作成・修正等に関するアドバイス

（H）提出書類作成の支援
日本医療機能評価機構へ事前に提出する『現況調査票』及び『自己評価調査票』においても内容の確認を行うこと。『自己評価調査票』は全評価項目に対して、読み合わせを行い記載内容も適時指導すること。
（I）模擬審査
本審査スケジュールに沿って模擬審査を実施すること。審査の視点から想定される質問事項を中心に本審査での対応担当者へ質問すること。また、限られた時間内での審査になることから院内ラウンドへのアテンドや順路なども事前確認し、アドバイスを行うこと。模擬審査後は総評を行い、C評価となり得る内容を再抽出し、担当部署は本審査までに改善するよう取り組んでいく。
また、必要に応じて模擬審査を再度行うこと。委託者の都合に併せ、ケアプロセス調査のみを実施するなど柔軟に対応すること。
· 本審査スケジュールに沿った模擬審査の実施

· C評価となりうる内容の明確化及び対応

· （必要に応じて）模擬審査の再実施

· 模擬審査を必要に応じて再実施する。訪問審査同様の時間が割けない場合は、例えばケアプロセス調査や面接調査に絞るなど部分的に実施するよう柔軟に対応すること。
（J）その他
1 直前支援
模擬審査にて再抽出した未達成・未実施項目の改善進捗状況を確認しアドバイスを行うこと。
本審査直前において事前説明会を行なうこと。事前説明会を通じて本審査前に再確認すること、心構えなどを病院職員と共有すること。
·  模擬審査時にて挙がった課題点の改善支援

·  『想定質問集』の配布若しくは同等のフォローアップ
　　　　②　本審査後フォローアップ

本審査の講評に基づき、指摘事項や課題となった項目を整理した上で、さらなる改善に向けた活動を支援すること。
③　その他業務
改めて作成が必要な書類などに関して、必要に応じてフォーマットのサンプルを提示すること。
また業務支援を行うにあたり様々な質問が発生した場合、病院担当者と質疑応答を行えるようにすること。
訪問時以外の情報交換として電話、メール、オンライン会議にて対応すること。
· 必要に応じてサンプル等の提示
６．費用負担
業務に必要な分析などの資材、器具及び消耗品などはすべて受託者の負担とする。
７．支払い方法
　　　業務委託契約書記載に基づき支払う
８．その他
（A）成果品については、平易な表現で図表化するなど視覚的にわかりやすいものとすること。
（B）本仕様書に定める事項および記載なき事項並びに受託業務の細目について疑義が生じた場合、委託者と受託者で協議のうえ、決定するものとする。
（Ｃ）受託者は、業務上知り得た秘密を他人に漏らしてはならない。
（Ｄ）受託者は、本委託業務の一部又は全部を第三者に再委託することは出来ない。

（Ｅ）本仕様書に定められていない事項については、受託者と協議の上決定する。　
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